
１．はじめに

　遠隔地の学校間をインターネットで結び、調べた

ことを報告・比較しあったり、共同で作品を制作す

る学校間交流学習が広まりを見せている。遠隔地の

他者に発表する経験や、メール、テレビ会議などの

メディア活用など、情報教育、総合的な学習を効果

的に実践する手法として、取り入れられている。

　また、メディアキッズ、酸性雨共同調査プロジェ

クトなど、多数の学校を対象に交流内容を提示し、

相手のコーディネートなどを支援するプロジェクト

が実施されている。本研究では、このような複数の

学校による交流コミュニティにおける学校間のリレ

ーションに着目した。事例として、小学校高学年・

総合的な学習の時間向けに制作されたNHK学校放送

番組と連動した学校間交流学習の支援プロジェクト

「おこめクラブ」を対象にとりあげる。

２．方法

　学校間交流学習サイト「おこめクラブ」は、４

種類の電子掲示板（BBS）を組合わせたシステム
である（表１）。「みんなで話そう」「チームで

話そう」「日記」「ホームページ」からなる４種

類の掲示板は、それぞれ異なる番組との関わり

方、参加の仕方、課題設定を担っている。教師

は、場面に応じて掲示板を使い分けるよう促すこ

とで、目的に応じた使い方ができる。

　2001年度には、65の参加校と10,528件の投稿を得

た。Inagakiら(2002)は、参加校ごとの掲示板の書

きこみログと教師へのインタビューから、掲示板利

用の仕方は、教師の交流に対する意図によって異な

ることを明らかにしている。すなわち、短期間に多

くの他校と交流するオープンタイプ、特定の学校と

交流を深める1対1タイプ、その複合タイプである。

タイプによって、4種類の掲示板の活用度合いは大

きく異なっていた。本研究では、さらに、ネットワ

ーク分析の手法を援用し、3タイプの交流がコミュ

ニティ全体に及ぼす影響の分析を試みた。

３．結果と考察

　図１～３は、みんなで話そう、チームで話そう、

日記のログから作成したネットワーク図（Pajek

ver3.8 kamada-kawai法にて描画)である。「ホーム

ページ」は、主にコミュニティ外への発信手段とし

て活用されたため対象としていない。掲示板ごとに

参加校の活用度合いには差があり、異なるネットワ

ークが形成されていることがわかる。さらに、各ネ

ットワークの次数、密度、次数に基づく中心化指標

（Ucinet5.76にて算出）を表２に示す。
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表１　４種類のＢＢＳ

Webページにまとめて表現学習のまとめ外部にも公開ホームページ

写真をもとに取り組みを紹介きっかけづくり参加校全体日記

▼学級単位のプレゼンテーション

議題を設定して話し合う学習を深める限定されたグループチームで話そう

番組について意見を述べるきっかけづくり参加校全体みんなで話そう

▼児童単位のコミュニケーション

課題設定交流の段階参加



１）みんなで話そう

　会議室ごとに書きこみのあった学校すべての間に

コミュニケーションが存在したと仮定して集計し

た。３６校が参加し、もっとも次数が高く、高密

度、低集中化の傾向は、オープンタイプの参加校の

利用が多いことからも裏付けられている。

２）チームで話そう

　会議室ごとに参加校を限定するタイプの掲示板で

あるため、実際の交流関係に最も近い。１対１タイ

プの交流校間で極度にコミュニケーション量の多い

学校がある一方、媒介性に基づいた中心性を算出し

た結果、複合タイプが高い中心性を示した（図の中

央）。直接の交流校以外にも、多くの参加校とかか

わりをもった複合タイプの参加校が交流の媒介役に

なっていたことを示している。

３）日記

　日記には１行程度のコメントをつける機能があ

る。この学校間のコメントをコミュニケーション単

位として算出した。もっとも簡易な交流手段であ

り、直接の交流関係以外の学校間の気軽なやり取り

も含む。ここでも、複合タイプの学校がコミュニテ

ィを結ぶ中心的な役割をになっている。

　以上にみたネットワークの差異は、掲示板の設計

意図の違いと教師の交流意図の違いに起因する。な

お、実際には３つの掲示板は同時に並行して活用さ

れていたため、これらネットワークの重ね合わせが

交流コミュニティの全体像になる。

４．おわりに

　学校間交流コミュニティをネットワーク図に表し

た結果、多数の参加校を抱える交流プロジェクトの

全体像を視覚的に把握することができた。個々の交

流グループの評価だけでなく、コミュニティ全体に

おける位置づけを分析することで、適切なコーディ

ネートを行うための指針を得ることができる。

　さらに、参加校の教師、児童・生徒にリアルタイ

ムに状況を公開することができれば、コミュニティ

全体への働きかけを活性化する手段として活用する

ことも可能だろう。
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52.760.2119230(3/10/9)日記

53.280.2418627(4/10/12)チームで話そう

11.930.891,11836(4/10/22)みんなで話そう

集中化
(%)密度次数学級数

(１対１/複合/オープン)

表２　ＢＢＳのネットワーク属性

図３　日記

■：1対1　◆：複合　●：オープン

図１　みんなで話そう

図２　チームで話そう


